
  　 　 　 　 　 　 　 　   　

1　事業の概要

①　成果目標（H26)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

合計 12,000 11,532 0

27,200 達成

0

-

26年度26年度26年度26年度 27年度

0

当初予算

補正予算 0

区　　分（単位：千円） 24年度

－

55.4%

（H25）

65％以上

（H29）

－

・平成26年6月21日、22日の２日間で会場への来場者20,000人を成果目標とし、食育推進の普及・啓発を図る。

Ｈ26
H27

目標

H25末

（実績）
目標 成果 達成状況

－

－

来場者数

食育に関心がある県

民の割合

事業番号 04 01 06 事業改善シート （26年度実施事業分）　　□予算要求　　□当初予算案　　□補正予算案　　　■点検

事　業　名 第９回食育推進全国大会開催事業費第９回食育推進全国大会開催事業費第９回食育推進全国大会開催事業費第９回食育推進全国大会開催事業費
担

当

課

部局 健康福祉部

１　保健活動の推進 実施期間 H26 ～ H26

県が関与

する理由

20,000

県関与の必要性あり

【左記の説明、根拠法令等】

・地方公共団体は、基本理念にのっとり、食育の推進に関し、国との連携を図りつつ、その地方公

共団体の区域の特性を生かした自主的な施策を策定し、及び実施する責務を有する。（食育基本

法）

・本大会の開催にあたり、県内の食育関係団体や民間企業等により構成される実行委員会を設置

し、大会へも多くの団体に参加いただいた。

課・室 健康福祉政策課

総合５か年

計画

プロジェクト  ４－１－１　健康づくり・医療充実プロジェクト E-mail kenko-fukushi@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

６－１　健康で長生きできる地域づくり

目指す姿

現状

（予算編成

時）

県民との協働による実施： 実施中

県民の食育に対する理解と関心を深め、食育の取組への積極的な参加を促すことを目的として、第９回食育推進全国大会を長野県で開

催する。

・メタボリックシンドロームの該当者・予備群（40～74歳）は男性の２人に１人、女性では10人に１人（H22県民健康・栄養調査）

・若い世代の食生活は、野菜摂取の不足、食塩の過剰摂取、脂質の過剰摂取、朝食欠食等の課題がある。

・生活習慣病の予防には、子どもの時から望ましい食習慣を身に付けることが大切であり、将来の食の自立に向けた実践力を身に付ける

必要がある。

成果目標・

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H26事業実績

H26 H27

（当初） （決算） （当初）

第９回食育推進全国大会開

催事業

負担金

負担先（長野県実行委員会）

・開会式、有識者による講演、シンポジウム

・食育推進のためのパネル展示、体験イベント等

12,000 11,532 0

25年度

12,000 0

合計（A) 0

成果目標の達成状況

項目

Aの

財源

0 12,000

概　算

人件費

1.50

0

11,532

0

0 0 0 0

■ 事業を実施しない □ 事業を見直して実施 □ 事業を現行どおり実施

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか

本大会でスタート宣言を行った「信州ACE（エース）プロジェクト」の展開をとおし、県民の食育に対する理解と関心を深め、食育の取組へ

の積極的な参加を促していく。

目標に対

する成果

の状況

・目標を大きく上回る方に来場いただくことができたことから、多くの方に食育に関心を持っていただいたと考える。

・本大会の開催により、長野県食育推進計画（第２次）の目標に掲げている平成29年における「食育に関心がある県民の割合」65％以上の

達成に向け、貢献できたと考える

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 23,919 0

0 12,387

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

予

算

額

前年度繰越

3,000

0

9,000


